
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

工法 製品 材料 機械 システム

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無　※分類の詳細は（その８）参照

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要※ホームページでの検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

①何について何をする技術か？（新規性についてではない）

②従来はどのような技術で対応していたか？（従来の技術についてのみ記載する。新技術との比較ではない）

③公共工事のどこに適用できるか？

Tel

Fax

本製品はコーンバーのリング部に蓄光原料を採用することで、保安灯が点灯しない薄暮時に発光し、
セーフティーコーンの視認性を確保する製品である。加えて、パイプ部の材料にポリカーボネートを採用
したことで、耐久性・耐候性の確保と軽量化を両立している。

akarita@kk-recs.co.jp

https://www.kk-recs.co.jp/

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

株式会社レックス

技術部

苅田　暁光

025-257-1861

安全・安心

視認性向上、軽量化

株式会社レックス、株式会社八木熊

リサイクル

環境

景観公共工事の品質確保・向上

2023D202

2024/2/29

2023年8月

技術名称

商標名等

蓄光コーンバー

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

分　野

コスト縮減・生産性の向上

工事現場等においてセーフティーコーンと併せて用いること一般車両や通行者の侵入を防ぐ、蓄光機能
を備えたリング部を有するコーンバー。

通常のコーンバーは発光機能を有しない。従来、セーフティーコーン先端部に光センサー付の保安灯を
取り付け、夜間に点灯させていたが、日没直後の暗さでは光センサーが反応せず保安灯が点灯しない
ため、薄暮時における視認性の確保に課題があった。

土木工事及び建築工事の交通規制・現場封鎖全般。

会社名

担当部署

担当者

住　所 新潟市中央区南長潟12-10

025-287-6811

mailto:akarita@kk-recs.co.jp
https://www.kk-recs.co.jp/


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果（～が～になる。～を～にすることができる。）

③アピールポイント

適用条件

適用範囲

留意事項

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
・特に無し

④その他
蓄光材料の性質上、LED照明の光では蓄光しないため、屋内で蓄光機能を利用する場合には
設置箇所の照明の種類を確認する。

①設計時
・現場条件を確認し、セーフティーコーンの設置計画を立てる。

②施工時
・設置する際、歩行者や通行車両等、周囲に注意して作業を行う。

③維持管理時
・汚れが付着した場合は清掃する。

・薄暮時における視認性の確保により、工事区画への一般車両や歩行者の侵入・衝突を抑制することが
できる。
・軽量化により、工事現場内における人力での運搬および設置が容易となる。

・蓄光材料を採用しているため、バッテリー等の装置を必要としない。
・万が一破損しても破断せず、破片が飛散しない。

②特に効果の高い適用範囲
・薄暮時における交通規制・立入禁止措置等

③適用できない範囲
・蓄光機能を利用する場合、紫外線を得られない場所

技術名称 蓄光コーンバー 2023D202

・コーンバー端部のリング部の材料に蓄光材料を採用することで、光センサーが反応せず保安灯が点灯
しない薄暮時の視認性を確保できる。
・パイプ部の材料にポリカーボネートを採用することで、アルミ製の従来品と同等の耐久性・耐候性を確
保しながら軽量となった。

③技術提供可能地域
・日本全国

①適用可能な範囲
・工事現場全般

④関係法令等
・道路交通法

①自然条件
・蓄光機能を利用する場合、日照が確保できる場所または照明などで紫外線を得られる場所

②現場条件
・セーフティーコーンの設置スペースが確保できること



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( %） 同程度 低下 ( 10 %）

短縮 ( %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

●従来技術の内訳

○ライフサイクルコストに関する事項（必要な場合記載）

従来技術と同程度

リング部の蓄光および高強度化

従来技術と同程度

安全性

施工性

周辺環境への影響

薄暮時の視認性向上

軽量化による

2023D202

本

比較の根拠活用の効果

コストアップによる

比較する従来技術 コーンバー（アルミ製）

項目

経済性

工　程

基準数量

新技術（A）

1 単位

技術名称 蓄光コーンバー

品　質

経済性

工　　程

3,800円

―　　日

従来技術（B) 変化値A/B（％）

項　　目 仕　　様 数量

3,440円

―　　日

単位
単価
(円)

金額
(円)

110%

100%

摘　　　要

蓄光コーンバー φ34×L2000 1 本

あたり1本基準数量：

3,800 3,800 1本あたり510g

基準数量： 1本 あたり

3,440 1本あたり660g

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

摘　　　要

アルミ製コーンバー φ35×L2000 1 本 3,440



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

施工方法

① 設置方法

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

交通規制および現場封鎖を行う箇所にカラーコーンを2ｍ間隔で設置し、そのカラーコーン
先端部にコーンバーのリング部を掛ける。その際、歩行者および通行車両等、周囲に注意
して作業を行う。

※蓄光機能を利用する場合、日中リング部に太陽光または蛍光灯の光が当たる
　 場所に設置する。

自社見積価格

摘要

蓄光コーンバー
パイプ部：φ34mm×L2000mm
リング部：φ85mm(内径)
重量　　 ：510g

パイプ部　　ポリカーボネート
リング部　　軟質PVC（蓄光）

材料

　特　許

　実用新案

40

14　民間等

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

24

技術名称 蓄光コーンバー

3,800

単位

本

2023D202

①課題
・アルミ製の従来製品よりも高い（製造コストの削減）
・蓄光材料のリング部は着色できないため、汚れが目立ちやすい

②計画
未定

番　　号

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

項目・仕様 数量 単価(円)

1.0



様式２

概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

図1　蓄光コーンバー全体図

20分後 30分後

技術名称 蓄光コーンバー

リング部（発光時）コーンバー設置全景（発光時）

図2　蓄光試験結果（上：通常　下：500時間促進試験後）

図3　コーンバー写真

2023D202

10分後0分後

リング部（非発光時）コーンバー設置全景（非発光時）

2000

140

φ3
4

105

ドリルビスM5



様式２

概要説明書（その６）

※登録№

施工実績一覧

片貝花火

他　69件

技術名称 蓄光コーンバー 2023D202

工　事　名施工時期

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者 地域機関名

新潟地域振興局 地域整備部

長岡地域振興局 地域整備部

上越地域振興局 地域整備部

鳥屋野潟公園　県立野球場屋内練習場
人工芝張替工事

新発田地域振興局 農村整備部 令和5年10月 松浦地区区画整理第39次工事

新潟地域振興局 巻農業振興部 令和5年10月 打越地区区画整理第17次工事

令和5年11月

地域整備部 令和5年12月

民間 ― 令和5年10月

長岡地域振興局

令和5年9月

一般国道404号県単道路
融雪施設（補修）さく井工事

令和5年9月

長岡地域振興局 地域整備部

令和5年9月

令和5年11月

一般県道大荒戸越路線　交通安全対策
歩道設置工事

一般国道253号三和安塚道路神田高架橋
下部工（その11）工事

長岡米百俵フェス

一般国道290号　県単舗装道
補修寒沢舗装工事

民間 ―

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績



様式２

概要説明書（その７）

※登録№

新潟市中央区南長潟12-10
025-
287-
6811

akarita@kk-
recs.co.jp

06-
6386-
6165

s.kaido@yag
ikuma.co.jp

025-
257-
1861

stamaki@kk
-recs.co.jp

025-
257-
1861

Ｅ－mail

新技術提供企業

2023D202

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者区分

蓄光コーンバー

代
表

代
表
以
外

苅田暁光 新潟市中央区南長潟12-10
025-
287-
6811

東京都品川区大井
1-23-3(フクビビル8F)

06-
6386-
6100

企業名 担当部署

(株)レックス 技術部

(株)八木熊
営業統括部

東日本営業課 海道翔太

玉木忍(株)レックス
レンタル

事業販売部


